
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

２０２５年１１月２５日(火) 

２３９７号 

１
０
月
２
５
日
２
６
日
、
日
本

平
和
大
会

in

愛
知
が
開
催
さ
れ

１
４
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し

た
。
２
４
日
に
は
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

企
画
「
愛
知
県
の
軍
需
産
業
を
巡

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
が
開
催

さ
れ
、
大
阪
か
ら
29
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き

た
」
の
合
唱
で
始
ま
っ
た
開
会
集

会
。
地
元
愛
知
か
ら
愛
知
県
に
集

積
す
る
軍
需
産
業
の
実
態
と
、
そ

の
背
景
に
あ
る
政
府
の
殺
傷
兵
器

輸
出
促
進
の
動
き
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
を
「
死
の

商
人
国
家
」
に
し
て
は
い
け
な
い
。 

 

愛
知
県
の
軍
需
産
業
の
実
態
を

し
っ
か
り
学
ぼ
う
と
思
い
ま
し

た
。 ■

平
和
の
わ
が
町
運
動
は 

足
元
か
ら 

日
本
平
和
大
会
に
参
加
し
て

「
私
も
こ
れ
を
や
り
た
い
」
と
思

っ
た
の
は
、
１
０
月
２
５
日
に
参

加
し
た
分
科
会
「
愛
知
か
ら
見
え

る
大
軍
拡
と
戦
争
動
員
体
制
」
の

中
の
検
数
労
連
の
報
告
で
し
た
。 

検
数
労
連
の
光
部
泰
宏
さ
ん
が

「
平
和
を
希
求
す
る
港
湾
労
働
者

の
思
い
」
～
港
湾
労
働
者
は
戦
争

の
協
力
者
に
も
犠
牲
者
に
も
な
ら

な
い
～
の
報
告
は
、
戦
争
こ
そ
港

湾
労
働
者
の
い
の
ち
を
犠
牲
に
す

る
最
大
の
脅
威
。
平
和
こ
そ
港
湾

運
送
事
業
・
港
湾
労
働
が
あ
る
。

２
０
２
２
年
の
安
保
三
文
書
後
、

港
湾
を
戦
争
に
使
わ
せ
な
い
と
い

う
労
使
の
合
意
形
成
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
報
告
で
し
た
。
情

勢
学
習
し
な
が
ら
、
要
求
書
を
経

営
者
に
提
出
し
、
議
事
確
認
と
し

て
合
意
文
書
を
締
結
。
こ
の
積
み

重
ね
で
２
０
２
５
年
港
湾
春
闘
で

特
定
利
用
港
湾
に
つ
い
て
労
使
協

定
締
結
に
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。
（
港
湾
労
働
者
の
安
全
、

港
湾
労
働
へ
の
影
響
の
視
点
か
ら

特
定
利
用
法
に
つ
い
て
労
使
で
の

検
討
・
学
習
会
を
早
急
に
実
施
す

る
）
ま
た
、
宣
伝
も
欠
か
さ
ず
続

け
て
き
て
お
り
２
０
２
３
年
３
月

か
ら
」
東
京
・
新
橋
駅
前
早
朝
行

動
を
開
始
。 

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
報
告
で

し
た
。
要
求
の
明
確
化
、
学
習
と

交
渉
、
そ
し
て
行
動
が
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
憲
法
２
８
条
の
労
働

三
権
（
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、

団
体
行
動
権
）
の
実
践
報
告
を
聞

い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
今
取
り

組
ん
で
い
る
平
和
の
わ
が
町
運
動

が
私
自
身
の
確
信
に
な
り
ま
し

た
。
運
動
に
つ
ま
づ
く
と
き
の
教

科
書
は
憲
法
に
あ
る
と
。
平
和
大

会
に
参
加
で
き
よ
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 
 
 

（
吉
田 

一
江
） 

 

 
 

 

    

 

定
例
の
沖
縄
連
帯
の
宣
伝
を
１１

月
１４
日
、
上
本
町
６
丁
目
交
差
点

で
、
正
午
か
ら
１４
人
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。
う
た
ご
え
協
議
会
の

立
川
さ
ん
、
平
和
遺
族
会
の
大
島

さ
ん
、
天
王
寺
平
和
委
員
会
の
栗

本
さ
ん
、
大
阪
平
和
委
員
会
の
亀

井
さ
ん
が
、「
高
市
首
相
の
台
湾
有

事
を
口
実
に
し
た
沖
縄
・
南
西
諸

島
の
軍
事
要
塞
化
は
許
さ
な
い
」

「
完
成
の
見
込
み
の
な
い
辺
野
古

新
基
地
建
設
は
直
ち
に
中
止
」「
基

地
強
化
、
ミ
サ
イ
ル
配
備
で
は
な

く
、
対
話
で
の
平
和
を
」
と
訴
え
ま

し
た
。
う
た
ご
え
に
足
を
と
め
る

方
も
多
く
、
２５
筆
の
署
名
の
協
力

が
あ
り
ま
し
た
。 

   

日
本
平
和
大
会
in
愛
知
開
催 

１０
月
２５
日
２６
日 

大
阪
か
ら
２９
人
参
加 

 

沖
縄
連
帯
行
動 

月

日

名
で
実
施 

 

 

１１
月
１６
日
、
勝
山
通
り
の
「
天

理
教
北
大
教
会
」
で
１３
回
目
の
フ

ー
ド
バ
ン
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が

９
時
に
集
合
し
①
基
本
セ
ッ
ト

②
食
品
コ
ー
ナ
ー
③
日
用
品
衣

類
雑
貨
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
準

備
し
ま
し
た
。
受
付
と
ア
ン
ケ
ー

ト
・
署
名
コ
ー
ナ
ー
も
準
備
。
１４

時
前
に
は
１８０
名
の
方
が
列
を
な

し
、
開
始
の
時
間
を
待
っ
て
い
ま

し
た
。 

朝
早
く
８
時
４０
分
か
ら
、
入
口

に
並
ば
れ
る
方
も
い
て
、
場
内
準

備
と
、
入
り
口
の
来
場
者
へ
の
説

明
な
ど
担
当
者
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
一
番
、
気
が
か
り
だ

っ
た
の
が
お
米
で
す
。
当
初
お
米

ナ
シ
で
実
施
予
定
で
し
た
が
提

供
者
が
現
れ
、
み
な
さ
ん
に
１
ｋｇ

づ
つ
で
す
が
お
渡
し
で
き
ま
し

た
。
急
に
寒
く
な
っ
た
の
で
衣
類

コ
ー
ナ
ー
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

生
活
の
苦
し
さ
が
身
に
し
み
る

第
１３
回
で
し
た
。
天
理
教
の
境
内

を
無
料
で
お
借
り
で
き
あ
り
が

た
い
で
す
。 

 第１３回フードバンクありがとう 
11月 16日生野区平和委員会 
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       【12 月の行事案内】 

３日(水)第 6回常任理事会 18：00～ 

６日(土)生野平和委員会総会 

７日(日)八尾平和委員会総会 

９日(火)赤紙くばり宣伝 11：30～上本町六丁目交差点 

6.9 行動 12：00～ 上本町六丁目交差点 

府的 9 の日宣伝 17：30～ 京橋駅 

12日(金)西淀川平和委員会総会 

15日(月)沖縄連帯行動 12：00～上本町六丁目交差点 

20日(土)東住吉平和委員会総会 

25日(木)アメリカ領事館前行動 12：00～ 

 

１１
月
３
日
中
之
島
公
園
で

「
輝
け
憲
法
！
平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を 

お
お
さ
か
総
が
か
り
集

会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い

２
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
京
都
大
学
の

高
山
佳
奈
子
教
授
は
「
正
し
い
情

報
を
共
有
し
、
世
界
の
仲
間
と
連

帯
し
て
積
極
的
平
和
主
義
の
取
り

組
み
を
す
す
め
よ
う
」
と
ス
ピ
ー

チ
。
情
報
の
ソ
ー
ス
が
大
事
と
た

こ
焼
き
の
被
り
物
と
ソ
ー
ス
を
持

参
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
高

市
政
権
が
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ

ア
ク
セ
ル
を
踏
む
中
、
大
軍
拡
は

い
ら
な
い
、
平
和
を
守
り
、
憲
法

を
い
か
そ
う
の
声
を
大
き
く
広
げ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

集
会
後
は
扇
町
公
園
ま
で
パ
レ

ー
ド
。
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。 

  

２
４
回
目
と
な
る
ア
メ
リ
カ
領

事
館
前
で
抗
議
行
動
を
１
０
月
２

９
日
、
大
阪
労
連
、
大
阪
革
新
懇

大
阪
原
水
協
、
大
阪
平
和
委
員
会

４
団
体
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
１
５
人
で
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
の

仲
介
で
１０
月
１０
日
に
イ
ス
ラ
エ
ル

と
ハ
マ
ス
の
停
戦
が
合
意
さ
れ
た

が
、
停
戦
合
意
後
も
イ
ス
ラ
エ
ル

は
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
を
続
け
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に

対
し
て
停
戦
を
守
れ
と
強
く
指
導

す
る
べ
き
」
、「
ア
メ
リ
カ
が
す
べ

き
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認

と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
を
や
め
さ

せ
る
こ
と
」「
必
要
な
の
は
人
道
支

援
」
と
抗
議
の
コ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。 

        

止
め
よ
う
大
軍
拡 

憲
法
い
か
し
平
和
な
未
来

１１
．
３
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会 

 
 
 

 
 
 

２
５
０
０
人
が
参
加 

第
２４
回 

ア
メ
リ
カ
領
事
館
前
行
動 

ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
を 

や
め
ろ
！
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
！ 

１０
月
２９
日 

１５
人
参
加 

１０
月
６
日
、
上
本
町
六
丁
目
交

差
点
で
６
・
９
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
１４
人
で
２４
筆
の

署
名
へ
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
人
類
史
上
初
め
て
の
原
子
爆
弾

が
広
島
・
長
崎
に
投
下
さ
れ
今
年

で
８
０
年
。
今
も
約
１
０
万
人
の

被
爆
者
は
苦
し
み
続
け
て
い
る
」

「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
核
実
験
再

開
表
明
は
許
せ
な
い
」「
生
き
て

い
る
う
ち
に
核
兵
器
廃
絶
を
」
の

願
い
に
こ
た
え
る
た
め
、
日
本
政

府
は
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・

批
准
を
求
め
る
署
名
へ
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。
通
り
が
か
っ
た
外

国
人
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
足

を
止
め
て
署
名
の
応
じ
て
く
れ
ま

し
た
。 

名護市長選挙に支援を 

来年１月 25日投票で、名護市長選挙が行われます。オール沖

縄から翁長クミコさんが予定候補として奮闘されています。 

 翁長クミコさんの勝利は、辺野古新基地建設をストップさせ

る大きな力になります。この選挙は高市政権へ、平和を願う沖縄

県民の声を突きつけ、台湾有事を口実に進められる沖縄の戦場

化を止める流れを創り出す大きな一歩となりえる意義のある選

挙です。 

短期間のたたかいですが、翁長クミコさんの勝利のため、現地

支援、支援カンパをよろしくお願いします。 

６
．
９
行
動 

１１
月
６
日 

上
六
交
差
点 

２０
人
が
参
加 

 

１０
月
２７
日
か
ら
２９
日
の
３
日

間
、
「
軍
学
共
同
い
ら
な
い
！
市

民
と
科
学
者
の
会
・
大
阪
」
の
メ

ン
バ
ー
で
大
阪
公
立
大
学
の
中
百

舌
鳥
、
杉
本
町
、
９
月
に
開
学
し

た
森
ノ
宮
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
前
で

宣
伝
を
し
ま
し
た
。 

 

「
大
学
の
軍
事
研
究
は
い
ら
な

い
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
登
校
す

る
学
生
、
教
職
員
に
「
公
立
大
学

が
４
度
目
の
軍
事
研
究
を
始
め
ま

し
た
。
戦
争
に
つ
な
が
る
軍
事
研

究
を
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
な
が
ら
「
負
け
る
な
！
大
阪
公

立
大
学
」
の
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し

た
。
３
日
間
で
約
３
０
０
枚
の 

ビ
ラ
を
配
布
し 

ま
し
た
。 

 大
阪
公
立
大
学
４
度
目
の
軍
事
研
究

３
キ
ャ
ン
パ
ス
前
で
宣
伝
行
動 

 
 
 

１０
月
２７
日 

中
百
舌
鳥 

 
 
 
 

１０
月
２８
日 

杉
本
町 

 
 
 
 

１０
月
２９
日 

森
ノ
宮 


